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Is目 的 作 物が正常な生理作用を営みなが ら生育をす るためには、水分の供

給が不可欠である。 しか し、作物が利用できるのは有効土層内に貯えられた水

分の うち、有効水分 といわれ る限 られた領域の水分である。作土層 を深 くして

有効土層 を拡大す ることは、根群の発達 を促 し植物の生育条件 を改善す るだけ

でな く、有効水分量の増大や地下水涵養の促進、土壌侵食の抑制な どの効果が

期待 され る。そ こで本研究では、耕土深の違いが上壌水分動態 に及ぼす影響に

ついて検討 した。

I.方 法 岐 阜大学内の農場を試験圃場 とし、耕土深 30cm区 と耕土深 60cm区

の 2つ の試験区を設けた。両試験区 ともに新墾地であるため、それぞれの深 さ

まで混層耕 を行い、垂直の水分動態環境が得 られ るよ うに不透水性素材で四方

を覆つた。土壌水分張力は、深 さ 5,15,25,35,45,55,65,75cmにテンシオメー タ
ーを埋設 し、その時間変化を測定 した。土壌の物理性 を把握す るため、比重試

験、透水試験、粒度試験及び pF試 験、現場での畑地侵入能、土壌硬度を調べた。

また、地下水位の変動 と水面蒸発量を観測 した。

亜。結 果及 び考 察  一 般 的 に、 固相率 が 50～ 55%以 上 (仮比重 が 1.35～

1.40g/cm3)になると土壌硬度の高ま りによる作物根の上層への貫入が妨げ られ

るばか りではな く、土壌の通気性、透水性は著 しく低下 し、作物根の生育は阻

害 され る。本国場では、 どちらの試験区も深 さ 40cm以 深では田相率 50%、 仮

比重 1.35g/cm3以上を示 し、透水性係数はほぼ全層で 10~4～lo~5cm/Sを示 した

が、土壌硬度に問題はなかった。また、耕土深 60cm区 では深層まで貫入抵抗値

が小 さく、深耕の効果は試験終了時まで維持 されていた。上壌水分動態 におい

ては、夏期連続千天時の水分消費によつて、降雨終了後ほぼ 3日 目に固場容水

量の状態にな り、5日 目には土層内の土壌水分が上向きに移動 している。この と

き、耕土深 30cm区 では深 さ 40cmの 地点、耕土深 60cm区 では深 さ 60～70cm

の地点で も毛管上昇が観測 された。土壌水分消費型は、耕土深 30cm区 で表層消

費型を示 した。それに対 し、耕土深 60cm区 では全層消費型を示 し、40cm以 深

の土層か らの供給割合は消費水量の約 30%を 占め、かな りの水量を下層か らの

水分補給で補っていた。総容易有効水分量の計算か らは、耕土深 を 30cmか ら

60cmに 拡大す ると、TRAM値 が 47.5mmか ら 62.lmmに 増大 している。ただ

し、 これは夏期乾燥期における値であ り、蒸散量の少ない冬季は両試験 区 とも

に表層消費型 を示 し、TRAM値 に差はなかつた。今回の調査では、有効土層の

拡大によ り、40cm以 深の土層か らの水分補給が余分に期待できること、土壌水

分消費型が全層消費型に変化す ることか ら、TR畑 旺 値が増大 し降雨の有効化を

促進す る効果がみ られた 。 しか し、土壌物理性の改善 とい う点か ら、深耕の影

響の経年変化や肥培管理、深根性の根菜額を栽培する必要がある。
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